
（
犬
正
五
年
四
月
六
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
）
大
正
十
四
年
九
月
二
十
五
日
印
刷
納
本
（
掘
月
一
圓
一
日
置
行
）

珊十第巻四馬
　競五十百第

三襲日一月十年四十正大

ブ
イ
ー
ア
カ
ソ
ト
の
説
會
學
概
念
に
於
け
る
二
三
の
問
題
…
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
五
十
嵐
　
　
信

菅
家
遺
勲
こ
そ
の
和
魂
漢
才
説
…
…
交
野
士
　
加
　
藤
仁
　
李

我
が
國
古
代
の
道
徳
ご
儒
澱
（
二
）
…
丈
學
士
　
高
　
橋
　
俊
　
乗

働
く
も
の
…
…
：
…
…
：
…
・
：
：
：
文
學
博
士
　
西
田
幾
多
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　　　　

内郵撃文學大國野江京

會學哲都京



京
都
哲
學
會
規
期

第
「
條
　
本
禽
吋
チ
京
獣
即
駿
H
羅
㍗
奇
見
ト
齋
燗
ス

麓
ぜ
二
重
…
　
本
愈
円
ハ
齎
…
義
二
於
ケ
ル
一
一
　
研
究
及
血
ハ
凱
日
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

第
三
條
本
會
ハ
前
條
ノ
目
的
チ
蓬
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
一
画
研
究
倉
チ
開
〃

　
　
一
、
毎
年
春
秋
二
回
公
開
講
演
倉
チ
開
〃

　
　
一
、
毎
日
μ
一
回
雑
味
融
『
哲
學
研
究
』
チ
獲
洲
∬
ス

第
四
條
本
會
事
務
班
チ
京
都
帝
鰯
大
外
丈
學
都
内
二
置
ク

第
五
條
本
會
ノ
羅
業
チ
経
蕾
ス
ル
爲
メ
こ
左
ノ
役
員
チ
概
ク

　
　
一
、
委
負
（
若
干
名
）
京
都
帝
醐
大
學
丈
學
部
哲
學
科
教
宮
及
委
員
倉
二

　
　
　
　
熱
桝
テ
推
溝
脚
シ
タ
〃
者
チ
以
テ
う
隔
二
引
允
ツ

　
　
一
、
書
記
（
一
名
）
委
員
會
二
於
テ
囑
託
ス

第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
〃
者
ハ
何
人
ニ
チ
モ
倉
員
タ
朗
づ
ト
チ
得

　
學
授
、
飼
書
館
、
敏
育
倉
、
北
ハ
他
ノ
團
燈
ハ
皿
ハ
醐
朧
ノ
名
㌣
以
テ
入
倉
ス

　
ル
コ
ト
チ
得

第
七
條
　
會
菓
臣
下
費
ト
シ
テ
年
四
圓
四
捨
銭
、
前
後
二
期
二
分
チ
テ
繭
納

　
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
　
愈
員
ハ
本
會
ノ
諸
種
ノ
嘱
望
二
餓
席
ス
〃
コ
ト
チ
得
且
ソ
維
誌
、

　
『
哲
學
研
究
』
ヅ
配
付
チ
受
ク

第
九
條
　
本
會
規
則
ノ
改
正
憂
更
ハ
委
員
愈
ノ
決
議
二
依
ツ

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

丈
學
士

丈
學
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
士

丈
學
士

丈
學
博
士

交
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
搏
士

丈
學
薄
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
士

丈
學
博
士

米務松藤深波野西朝千田高澤高小狩植伊

田壷本井田多上田永葉瀬村坂西野田藤

重文健野幾三邊武専
太理三治康精俊多＋胤次太正重臨壽猷

郎作郎郎算一夫郎郎成元郎郎顯直喜藏典



玉048

哲
學
研
究
　
第
百
十
五
號

；
三

～
　
ブ
イ
ー
ア
カ
ン
ト
の
醗
皇
位
概
念
に
於
け
る
二
三
の
問
題
…
…
…
…
…
…
：
ち
…
…
…
…

龍
　
…
…
…
…
…
辱
…
…
…
…
…
・
…

　
　
一

號
　
　
、
　
呪
術
の
登
生
に
關
す
る
問
題
…
…
…
－

『
隅
　
　
　
我
が
國
古
代
の
逝
徳
ご
儒
生
（
「
）
…
：

　
　
躍
無
明
原
理
論
・
…
－
…
…
…
…
…
－
…
・
．

　
　
一

　
　
　
新
著
　
紹
　
介
：
－
…
…
…
…
…
・
・
－

：
…
…
…
…
…
…
・
－
丈
學
士
五
十
嵐
信

…
…
…
…
：
…
…
・
・
丈
學
士
宇
野
圓
塞

…
：
…
：
…
：
：
…
・
・
文
導
士
高
橋
俊
乗

…
…
…
…
…
－
…
・
・
丈
學
士
手
島
交
倉

●
■
●
●
O
サ
●
●
●
●
層
●
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・
●
O
●
●
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O
●
●
●
O
D
●
O
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●
●
隔
●
曽
・
●
●
の
■
●
O
●
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●
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じ

禽
国

皆

一
、
本
會
へ
入
曾
希
望
者
ハ
京
都
市
壷
口
院
七
條
南
内
外
幽
版
株
式

　
會
証
内
京
都
哲
學
會
宛
テ
ニ
規
定
ノ
倉
費
（
前
爽
紙
裏
ニ
ァ
リ
）

　
御
納
付
ノ
上
御
申
込
被
下
度
候

一
、
會
員
ニ
シ
テ
韓
居
入
退
曾
等
（
編
韓
事
務
以
外
ノ
一
切
）
ノ
專
務

　
ハ
内
外
網
版
橡
式
倉
職
内
京
都
哲
學
愈
へ
御
通
知
被
下
度
候

一
、
倉
費
ハ
振
替
口
座
大
乱
盤
◎
山
ハ
六
蕊
番
、
内
外
出
版
株
式
内
証

　
内
京
都
哲
學
會
宛
テ
ニ
御
沸
込
被
下
町
候

一
、
本
誌
ノ
編
頼
二
關
ス
〃
通
信
及
紹
介
・
薪
刊
書
・
寄
購
雑
誌
等
ハ

　
凡
テ
小
継
為
冒
宛
テ
ニ
御
槌
繰
綿
勲
撚
下
塵
以
候

　　

@　

@　

@　

ﾅ
螺
縛
誌
京
都
哲
學
會

弓
長
に
あ
ら
ざ
る
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
皆
に
關
す
る
件
に

内
〃
外
山
山
叛
㎜
糠
式
倉
糊
臓
へ
御
申
M
込
｝
ト
さ
れ
度
候

本
誌
の
御
註
丈
ほ
す
べ
て
代
金
郵
視
典
前
金
に
て
御
逡
り
下
さ

る
べ
く
候

振
替
貯
金
に
て
御
逡
金
　
（
振
替
大
阪
竃
二
允
澄
颪
番
毘
九
三

｝
三
三
｛
曇
晶
九
盃
鞭
番
）
内
外
田
版
株
式
倉
融
宛
に
願
上
候

前
金
切
れ
．
の
場
合
俵
帯
封
に
「
前
金
切
」
の
印
章
押
捺
致
す
べ
き

に
付
庖
に
御
書
込
下
さ
れ
度
候

特
に
請
求
書
及
領
牧
幾
等
を
要
す
る
場
舎
ほ
郵
雰
塗
銭
御
押
付

下
さ
れ
皮
候
　
　
　
　
　
．

　　いpm　　Wua

註文規定債定

⑤⑨◎⑨◎
よノ、

」

難

癖
二二1
金、金，・．

戴「ノUl

鴫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
債
　
　
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
i
馨

（
前
金
）
一
金
剛
圓
四
拾
鑓
［
不

十
　
ご
　
冊
（
前
金
）
　
金
口
圓
八
景
銭
一
不

査串申

受受

廣
告
料
　
一
頁
　
金
滲
拾
圓

牛
頁
ハ
取
扱
不
同

　　　　　　sP．Xt　　　　　v　．　／　　　　J　V　　　vv　　tw　avW

編

輯

者

大大
正正
十十
四四
年年

十九

月月
一＿十

コ口

獲印
　刷
　納
行本

　京終

京欝
　大五
旨墜號

製複詐不

載鵜禁

右
代
表
者

獲
行
者

印
刷
者

印
刷
所

断
行
所
謂
響
雛

伊
　
藤
　
猷
　
典

大

　
　
田

　
　
　
　
　
京
都
市
油
小
跨
逓
七
條
上
ル

　
　
内
外
出
版
糠
式
卿
鮭
印
刷
部

　
　
　
　
　
京
郡
市
西
澗
騨
通
七
條
画
く

内
外
出
版
糠
謁
會
瀧

蓼
u
監
阪
＝
票
二
十

　
　
　
　
東
束
三
九
三
7
蕾

中iL、，．；1三

襟仁
＿ち亜丘
　　四御ノ、

郎驚衛

本
蔵

臨
張
所

販
賞
所

費
捌
所

京
都
市
下
京
擁
西
洞
院
逝
七
回
南

東
京
市
京
橋
峨
加
賀
町
十
番
地

東
京
市
榊
田
歴
銘
町
一
ノ
一

（
画
引
）

（
大
阪
）

（
紳
芦
）

（
京
都
）

共寳盛上東

盛文＝文田：京

証館絵屋堂

内
外
出
版
株
式
曾
融

大川三一東
盛璽丈誠海

　ロ
融応仁堂堂

北
斗
館



醐親最

四
山
ハ
鋼
総
布
士
衣
装

三
百
九
十
頁

定
偵
金
武
圓
八
拾
鑓

書
留
逡
料
拾
入
銭

何
が
一
基
藝
徽
の
美
で
あ
る
か
。
こ
う
い
ふ
風
に
描
け
ば
描
寓
は
藝
術
的
に
な
る
か
。
文
章
の
ざ
ん
な
慮
に
着
眼
し
て

鑑
賞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
子
供
を
指
糠
す
る
方
法
は
如
何
。
此
等
の
問
題
に
つ
き
一
貫
し
た
深
遽
の
理
論
を
著

者
は
例
に
よ
っ
て
親
切
に
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。
本
書
は
全
く
藝
術
ご
激
育
こ
の
魚
介
に
深
い
批
評
ご
同
戚
ご
を
持
つ

著
者
の
獅
壇
場
ご
し
て
教
育
界
の
激
迎
は
湧
く
が
如
く
で
す
。

評世総上書本

物
理
化
さ
れ
機
械
化
さ
れ
た
現
代
文
明
に
謝
す
る
痛
烈
な
批
仁
者
な
る
此
が
機
械
化
の
特
に
甚
だ
し
き
駿
三
界

に
甥
す
る
批
鋼
は
最
も
傾
聴
す
べ
き
値
が
あ
る
（
「
大
阪
毎
日
」
）

創
作
鑑
賞
の
厳
粛
は
元
仁
其
の
理
に
於
て
實
に
六
か
し
い
Q
而
し
て
そ
の
術
に
於
て
も
亦
六
か
し
い
け
れ
こ
も

本
書
の
如
く
そ
れ
を
説
く
に
全
く
其
人
を
得
た
こ
ご
は
駁
世
界
が
氏
に
十
分
な
戚
謝
を
捧
げ
て
然
る
べ
き
で
あ

ら
う
ご
思
ふ
。
（
「
激
育
研
究
」
）

本
肚

iき羨ノ喜r甚讐墨丁丁器就會式株版出タト内丁丁丁丁畿壽響嘉
東
　
京

販
責
部

（大

O
種
郵
便
物
認
可
）
醗
什
羅
軌
朋
二
寸
五
重
醐
謙
（
謂
縮
）

暫
學
研
究
　
第
百
十
五
號

定
慣
金
四
十
鑓
　
郵
税
金
萱
銭


